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9 牛の腹腔内播種性肉芽腫性炎

〔川口恵美（宮崎県）〕

症例：牛（黒毛和腫），雌，75カ月．
臨床的事項：一般畜として搬入，削痩していた．
肉眼所見：腹水貯留を伴って壁側腹膜，横隔膜腹側面，
腹腔内の臓器漿膜面に，播種性に小豆大から大豆大の黄
白色腫瘤を認めた．
組織所見：腫瘤は結合組織に被われ，多数のアステロ
イド体を認めた．アステロイド体はおおむね好酸性で，
中心部はPAS染色陽性，周囲はコッサ染色陽性であっ
た．部位によってアステロイド体周囲に著しい好酸球浸
潤がみられ，顆粒を放出している像も確認された．ま
た，好中球，類上皮細胞および多核巨細胞等も浸潤し，
多核巨細胞の一部には，アステロイド体を貪食している
所見もみられた．グラム染色および抗酸菌染色で菌は確
認できなかった．アステロイド体は，条虫抗体（ヒトマ
ンソン孤虫症陽性血清）を用いた免疫組織化学的染色で
弱陽性に染まったが，病因が寄生虫によるものと診断す
るには至らなかった．

診断名：石灰化したアステロイド体を伴う播種性肉芽
腫性腹膜炎
討議：著しい石灰化および好酸球の浸潤から寄生虫感
染を疑ったが，細菌感染による肉芽腫性炎という意見が
出された．病巣が古いため，菌が消失している可能性も
考えられたが，グラム染色でグラム陰性菌の確認は困難
であり，存在しないとまではいえず，一般の細菌染色も
行うべきとの助言があった．
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